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どいのうち　土居の内

しんぐうこふん　新宮古墳

県指定
所在地：大渕

市指定
所在地：郡家

室町時代に造られた在地土
豪の居館跡で、外敵の侵入を
防ぐため屋敷の周囲に土塁と
堀を巡らしている。
土塁は高さ1.8ｍ、幅（底

辺）約4ｍあり、館を方形に
囲んでいる。堀はその土塁の
外側に穿たれており、東側に
ついては自然河川を堀として
利用している。南側の堀につ
いては水田化していたが、幅
7ｍにわたり復元が成され本
来の景観がよみがえってい
る。
中世の豪族居館の在り方が
このように明確に残っている
例は非常に珍しく、生きた歴
史資料として貴重である。

平地に築造された、市内最
大の円墳である。墳丘は直径
52.5ｍ、頂上部径17.5ｍ、高
さ7ｍを測り、周囲に周濠を
巡らす。築造時期は、古墳時
代中期（5世紀）後半代と考
えられる。
かつて、甲冑や太刀の出土
したことが伝えられ、墳麓に
建てられた神社祠には石室材
も残されていた。当地域の盟
主墳であると見て間違いな
く、のちに当地に設置される
多紀郡衙

ぐんが

との歴史的脈絡を繋
ぐ古墳として価値は高い。


